










































































  4～7月 電子計算機概論 
  8～12月 COBOL 
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近藤氏が、ただ一人の教職員であり、授業も事務もおこなった。 
 教育課程は、東日本電子計算機教育センターと同じく 1 年間で、カリキュラムもほぼ同
じにした。ただし、昼の部と夜の部に加えて日曜の部を作った。 

















開校して 2 年目くらいに、富士通の小型コンピューター「FACOM MATE」を 150 万円くら

















は、富士通の「FACOM V0S3」だった。LSI を搭載し、キーボード、14 インチプラズマディ
スプレイ、8インチFD×2基、ドラムプリンターを備えていた。新品なら1千万円を越える









スを設けて夫人が教えたこともあった。最初は、東芝製の 150 万円のワープロ専用機を 1












 ここで教育課程を 2 年制に移行させた。大村先生のご指導で、カリキュラムや設備など
を整えて、各種学校として県の認可を得ることができた。 
 また、先の「FACOM V0S3」の購入から 4 年後くらいに、沖電気の「OKITAC50」を 1 台購
入した。8インチFDとチェーン型プリンターを備えており、COBOLとFortran が使え、TSS
も使えた。その端末として、「OKI IF800」というパソコンも10台、あわせて購入した。こ
れには、5 インチ FD×2 基とプリンターが付いており、MS-DOS の使用も可能だった。合計
金額は数千万円にもなるものであったが、群馬高専の教授をしていた東京理科大学の後輩
の紹介で、新古品を400万円で購入することができた。 
 2 年制になってからのカリキュラムは、1 年生については基本的に今までどおりで、2 年
生については、パソコンにCADソフトを入れてCADを教えた。CADを教えることにしたのは、
その頃にCADが盛んになってきたためだった。 



























































  記憶装置 ＝ 磁心記憶装置 1024語まで保存可能（1語は40ビット） 
  入出力装置 ＝ 6単位紙テープ 
          入力装置 ＝ 光電式テープリーダー 
                 電信用局内送信機 
          出力装置 ＝ 高速度テープパンチャー 
                 ページ式プリンター 
  主要演算速度 ＝ 加減算  1.8ミリセカンド 
           乗算   8.7ミリセカンド 
           除算   35.0ミリセカンド 
           けた送り 0.05（12＋m）ミリセカンド 
  主要構成部品 ＝ パラメトロン 演算、制御素子用めがね型 
                  パラメトロン 5700個 
                  記憶パラメトロン 176個 
                  5/2パラメトロン 256個 
           真空管 120本 
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           トランジスター 450個 
  1語（40ビット）の内容 ＝ （演算部分8ビット＋アドレス部分12ビット）×2 
                演算部分 ＝ 型 4ビット （→命令は16種類）
                     ＝ 変種 4ビット 
3）  近藤氏が使った教科書である林健児『電子計算機プログラミング（Ⅰ）』東京理科大
学（出版年不明）の目次は次のようになっている。 
 第１章 序論 
   １・１ 計算機の構成 
   １・２ 計算機の歴史 
   １・３ 計算機の利用 
 第２章 コーディングの基礎 
   ２・１ FACOM201の構成と機能 
   ２・２ 計算機はどのようにして動くか 
   ２・３ 数および命令の表示 
   ２・４ 命令の構成 
   ２・５ 命令 
   ２・６ コーディングの基礎 
 第３章 プログラミング（Ⅰ） 
   ３・１ アドレスコンピュテイションとループ 
   ３・２ フローチャート 
   ３・３ サブルーチンの利用 
   ３・４ D・O・Iの役割 








  IBM Alphabetic Accounting Machine, Type 405 
  IBM Alphabetic Interpreter, Type 552 




The beginning of vocational schools of information technology 
 in Gunma Prefecture: 
Recollections of Mr. Seiji Kondou 
Kazumi SUGISAWA 
In this note I recorded the recollections of Mr. Seiji Kondou, who is the pioneer of 
vocational schools of information technology in Gunma Prefecture. 
His recollections are thought-provoking for research into the early relations 
between the information industry and vocational schools of information technology in 
the local area. 
